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	背景
	ヒストンH3のLys-4を特異的にモノメチル化するヒストンメチルトランスフェラーゼ。H3のLys-4メチル化は、エピジェネティックな転写活性化のための特異的タグとして機能し、コラーゲナーゼやインスリンなどの遺伝子の転写活性化において中心的な役割を果たす。IPF1/PDX-1によってインスリンプロモーターにリクルートされ、転写を活性化する。また、基質タンパク質中の[KR]-[STA]-Kを認識して結合することにより、p53/TP53、TAF10、そしておそらくTAF7などの非ヒストンタンパク質に対するメチルトランスフェラーゼ活性も有する。TAF10のLys-189をモノメチル化し、RNAポリメラーゼIIに対するTAF10の親和性を高める。p53/TP53のLys-372をモノメチル化し、p53/TP53を安定化させ、p53/TP53を介した転写活性化を増加させる。
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	SET7 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用して、HeLa、PC-12 細胞抽出物のウエスタンブロット分析を行いました。

